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第○学年○組○組 算数科学習指導案
平成２３年 ７月１１日（月）

場 所 ４の１教室・４の２教室・少人数教室
指導者 島﨑 稔 ・ 佐藤文永 ・ 勝田正範

１ 単元名 垂直・平行と四角形

２ 単元について

(1) 算数に関する児童の実態
※「レディネステスト」
（東京書籍「新しい算数」教師用指導書ワークシート編 P.5レディネス問題「④垂直・平行と四角形」）

図形に関するレディネステスト結果（正答率）

（考察）
・「角の大きさ」：１直角は９０度。２直角は１８０度。３直角は２７０度。とコンパスを使った「二等
辺三角形の作図」は、ほとんどの児童に定着している。

・２直線が交わってできる「隣り合った２つの角の和は１８０度である」ことについては、ほとんどの児
童に定着しているが、「向かい合った角は等しい」ことについての定着度が低い。

・「図形の名前」「同じ形の三角定規を並べてできる正三角形と二等辺三角形の認識」についての定着が
低い児童が多い。
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２ 図形の名前
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３ 三角定規を並べてできる図形の名前
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※戸田市「授業がわかる調査」より

【授業がわかる調査結果 ４年】

【考察】
・算数の授業に対して、ほとんどの児童が意欲を
もって取り組んでいる。（９１％）
・算数の授業に対して、ほとんどの児童が内容を
理解している。（８１％）しかし、約１割の児童
が内容の難しさを感じ、分からないところを抱
えながら授業を受けている。
・調査結果の中で、最も肯定的な回答の少なかっ
た項目で、約７割の児童が算数の授業が楽しい
と感じている。約２割の児童は、算数に対する
苦手意識をもっていると考える。

系統的な内容で、知識の積み重ねの上で進んで
いく面が強い教科なので、理解が不十分なところ
がそのままでは、躓きがさらに大きくなっていっ
てしまう。こうした面が見え始めていると言える

かもしれない。少人数指導で、躓いている児童に対するきめ細かい指導が特に必要であると考える。
(2) 教材について

本単元は、図形についての観察や構成などの活動を通して、図形の構成要素及びそれらの位置関係に
着目し、直線の垂直や平行の関係、平行四辺形、台形、ひし形について理解することがねらいである。
図形を考察する視点として、辺の位置関係（垂直、平行）や対角線の性質（長さ、交わり方）という新
しい視点が加わることになる。
本単元に関する既習内容としては、第２学年「三角形と四角形」で長方形、正方形についての観察や

構成などの活動を通して、２本の直線の垂直や平行についての理解の基礎になる経験をしている。
また、第３学年「三角形」で辺の長さに着目して、三角形を二等辺三角形や正三角形に分類すること

を学習し、第４学年「角の大きさ」で角の大きさの表し方を学習してきた。これまでの学習では、図形
をとらえる視点として「辺や頂点の数」「辺の長さ」「角の大きさ」に着目してきたのである。
本単元では、導入授業において、カードの点と点をつないで４本の直線をひき、いろいろな四角形を

作る活動から入る。児童自身が作った四角形を弁別することによって垂直（平行）を定義していく。こ
の導入は引き続き、四角形の導入にも使い、四角形の学習意欲を継続させられるようにしていきたい。
また、本単元では、三角定規による垂直や平行な直線のひき方、三角定規や分度器、コンパスなどを使
った台形、平行四辺形、ひし形のかき方などの作図技能についても、児童一人ひとりの実態に応じなが
ら、ていねいに指導していきたい。

(3) 本時について
算数授業全体に関わることであるが、本授業においても仲間分けや作図などの具体的な作業を通して、

児童が感じたことや見つけたことを表現し合う学びの場や作図などを説明する場、など数学的なコミュ
ニケーションの場を表現力を高める過程として大切にしていきたい。

算数の授業の内容がわかりますか
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３ 研究主題との関わり

研究主題 自分の言葉で豊かに表現する子の育成工夫
目指す児童像 「算数的活動を楽しみながら、考えを表現し伝え合う子」

４学年での今までの取り組み

・少人数指導（１組と２組が合同で約３分の２）を毎時間行い、担任学級は「じっくり、ゆっくり」ク
ラスとし、少人数教室は「ぐんぐん、どんどん」クラスとし、単元ごとに、児童自らが選択すること
を基本とする習熟度別クラス分け

・パワーアップタイムの時間を活用し、基礎・基本の習熟を図ること
・デジタル教科書を活用して、算数の学習に対する興味や関心を高める工夫
・毎授業ごとに、分かったことや気づいたことを感想（自己評価）としてノートに記す。

(3) 本単元における研究テーマに迫るための手だて

視点１・小集団（３～４人）で話し合ったり、教え合ったりする場面設定をする。
視点２・大型液晶テレビ画面とデジタル教材を活用して関心・意欲を高める。
視点３・ワークシートや掲示物を準備し、各自の考えを伝えやすくする。
視点４・自力解決の時間を取り、机間指導において適切な言葉がけをし、指導と評価の一体化を図る。

４ 単元の目標と評価基準

◆直線の位置関係や四角形にについての観察や構成などの活動を通して、直線の垂直や平行の関係、台形、
平行四辺形、ひし形について理解し、図形についての見方や感覚を豊かにする。

【関心・意欲・態度】 ・身の回りから素直な２直線及び、台形、平行四辺形、ひし形などを見つけ、それら
が使われる場面について考えようとしている。

【数学的な考え方】 ・辺の位置関係や構成要素を基に、各四角形の性質を見出し表現したり、各四角形の
対角線の性質を統合的にとらえたりすることができる。

【 技能 】 ・垂直な２直線や平行な２直線及び、台形、平行四辺形、ひし形をかくことができる。

【 知識・理解 】 ・垂直な２直線や平行な２直線及び、台形、平行四辺形、ひし形の意味や性質につい
て理解し、図形についての豊かな感覚をもつ。

５ 単元の指導計画（１５時間）①直線の交わり方･･････････････････････････２時間

②直線のならび方･･････････････････････････４時間

③いろいろな四角形････････････････････････７時間

④まとめ･･････････････････････････････････２時間

時
評 価 基 準

数
指 導 内 容

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技 能 知識・理解

① ①垂直の意味を知りそ ○交わってでき ○垂直な直線のかき ○三角定規を使 ○垂直の意味を理解
の弁別をする。 る角に着目し 方について、三角 って、垂直な している。

② ②三角定規を使って垂 て直線の交わ 定規の直角部分に 直線をかくこ
直な直線をひく方法 り方を調べよ 着目して考え、説 とができる。
を考え、発表し、か うとしている。 明している。
く。
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③ ③平行の意味を知り、 ○直線の並び方 ○平行な直線のかき ○平行な直線を ○平行の意味を理解
その弁別をする。 を、三角定規 方について、同位 弁別すること している。

④ ④平行な直線の間の距 を使って調べ 角が等しいことに ができる。 ○平行な直線の間の
離は一定であること ようとしてい 着目して考え、説 ○三角定規を使 距離は一定である
や、平行な直線は他 る。 明している。 って、平行な ことを理解してい
の直線と等しい角度 直線をかくこ る。
で交わることを理解 とができる。 ○平行な直線は他の
する。 直線と等しい角度

⑤ ⑤三角定規を使って平 で交わることを理
行な直線をかく。 解している。

○方眼を手がかりに
⑥ ⑥方眼上の直線の垂直 垂直な直線や平行
本 や平行の関係を理解 な直線の弁別の仕
時 する。 方を理解してい

る。

⑦ ⑦四角形を分類する活 ○平行な辺の組 ○辺の位置関係、辺 ○平行四辺形を ○台形、平行四辺形
動を通して、台形と みの数に着目 の長さ、角の大き かくことがで の意味を理解して
平行四辺形の意味を して、四角形 さに着目して、平 きる。 いる。
理解する。 を分類しよう 行四辺形の性質を ○平行四辺形の性質

⑧ ⑧平行四辺形の性質を としている。 見出し、説明して を理解している。
理解する。 いる。

⑨ ⑨平行四辺形をかく。 ○平行四辺形のかき
⑩ ⑩平行四辺形をかく。 方を、平行四辺形
⑪ ⑪ひし形の意味や性質 の意味や性質を活

を理解し、ひし形を 用して考え、説明
かく。 している。

⑫ ⑫対角線の意味と、い ○辺の位置関係、辺 ○ひし形をかく
ろいろな四角形の対 の長さ、角の大き ことができる。
角線の特徴を理解す さに着目して、ひ ○対角線の意味と、
る。 し形の性質を見出 いろいろな四角形

⑬ ⑬長方形や平行四辺形 し、説明している。 の対角線の特徴を
を対角線で分割して ○四角形の相互関係 理解している。
できる、２つの三角 について、対角線
形は合同であること の特徴を基に考え、
を知り、これらを使 とらえている。
っていろいろな四角
形をつくる。

⑭ ⑭学習内容を適用して ○敷き詰めを通 ○学習内容を適 ○基本的な学習内容
問題を解決する。 して、平面の 用して、問題 を身につけてい
算数的活動を通して 広がりやでき を解決するこ る。
学習内容の理解を深 る模様の美し とができる。
め、興味を広げる。 さに気づいて

⑮ ⑮学習内容の定着を確 いる。
認し、理解を確実に
する。

６ 本時の学習活動

本時の目標
・方眼を手がかりに垂直な直線や平行な直線の弁別の仕方を理解している。 （知識・理解）

(2) 展開《じっくりゆっくりクラス》
（○、◎はそれぞれ「おおむね満足できる状況」「十分満足できる状況」、
★、☆それぞれ「おおむね満足できる状況」「十分満足できる状況」に高めるための指導、
・は留意点、＊は評価方法
□は本校の研究主題に迫るための手だてを示す。）
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指 導 の 要 点
学 習 活 動

評価（○、◎）と指導（★、☆） 本校の研究主題に迫
予想される児童の反応も含む 指導上の留意点（・）と評価方法（＊） るための手だて（□）

○ 導入として ・はじめに方眼のない問題を提示し、三
〈予想される児童の反応〉 角定規や分度器も使用せず取り組むよ
ア 直角の物を当ててみる。 うに投げかけ、方眼を手がかりにする
イ なんとなく。 ことへの意識を高める。
ウ 無理。

１ 問題について知る。

下の図で、垂直な直線や平行な直線の見つけ方をかんがえましょう。 □大型液晶テレビと
デジタル教材を活
用する。（視点２）

□ワークシートや掲
示物を準備し、各
自の考えを伝えや
すくする。
（視点３）

〈予想される児童の反応〉 ・垂直や平行になっている直線の交わり
ア 方眼の１マスが正方形になってい 方や位置関係について、既習事項を振
る。 り返らせる。

イ 方眼の線に重なっている。 ・理科で関連してすでに学習した「折れ
ウ 縦や横の方眼の数を数えればいい。 線グラフ」のことを思い起こさせる。
エ 直線の傾きを調べる。 （縦軸・横軸・線の傾き）

２ 課題をつかむ。

方眼を使って垂直や平行な直線を見つけましょう。

３ 垂直な直線は、どれとどれかについ ・直線の交わっている点に注目させる。 □大型液晶テレビと
て考える。（自力解決） ・デジタル教科書を活用して、交わって デジタル教材を活

いる点や直線の傾きに注目するように 用する。（視点２）
〈予想される児童の反応〉 ヒントを映し出す。
ア 方眼のますの形が正方形で、イの ・アの直線とクの直線は、交わってはか □個に応じた意図的
直線とオやキの直線は正方形の隣り かれていないが、どんな位置関係にな な机間指導を行い、
合う辺になっているので垂直です。 っているか、目を向けさせる。 適切な言葉がけを

イ クの直線はアやカの直線と正方形 アの直線は右に１マス、上に１マス。 行う。（視点４）
のちょうど半分の角度同士で交わる クの直線は左に１マス、上に１マス。
ので、垂直になります。 二つが合わさると直角になる。
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４ 平行な直線は、どれとどれかについ
て考える。 ・デジタル教科書を活用して、交わって □大型液晶テレビと
〈予想される児童の反応〉 いる点や直線の傾きに注目するように デジタル教材を活
ア 縦と横の方眼のマスの数を数えて ヒントを映し出す。 用する。（視点２）
同じで、傾きが同じだから、アとカ ・既習事項の「１本の直線に同じ角度で
の直線、ウとエの直線、オとキの直 交わっている直線は平行である。」を
線は、平行です。 活用できないか、ヒントを出す。

イ １つの直線に同じ角度で交わる ・直線の傾きは、マス目の縦横の数によ
直線どうしは平行だから、オとキの って表すことができないか考えさせ
直線は、イの直線に垂直だから平行 る。
です。 ・既習事項の「平行な直線の間の距離は

ウ オとキの直線は、同じマス目の分 一定である。」ということを活用でき
離れているので、平行です。 ないか、ヒントを出す。

５ 小グループで話し合う。 ・ワークシートにかいたことや問題の図 □３～４人の小グル
を活用して、分かりやすく各自の考え ープで話し合う場
が伝えられるように励ます。 面を設定し、自分

の考えを伝えられ
るようにする。
（視点１）

６ 各グループの考えを発表し、話し合 ・問題を拡大した図を黒板に掲示し、そ □ワークシートや掲
う。（練り上げ） れを活用して発表させるようにする。 示物を準備し、各

・大型液晶テレビとデジタル教材を活用 自の考えを伝えや
して、教師が分かりにくい点を補足す すくする。
る。 （視点３）

（知識・理解）
○方眼を手がかりに垂直な直線や平行な
直線の弁別の仕方を理解してる。

◎方眼を手がかりに垂直な直線や平行な
直線の弁別の仕方を理解しており、そ
の考え方を説明できる。

☆方眼の１マスが正方形で、正方形の角
は直角になっていることや縦や横のマ

７ 方眼のますを利用して直線の垂直や スの数を数えると傾きがわかることに
平行の関係を見つけることをまとめる。 着目させる。

★問題の方眼のマス目を使って、実際に
友達に分かりやすく説明できるように
励ます。

＊ワークシート・教科書・観察
８ 問題を解く。

点 A を通りサの直線に垂直になる直線と点 B を通りシの直線と平行になる直
線をかきましょう。
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□ワークシートや掲
示物を準備し、各
自の考えを伝えや
すくする。
（視点３）

・方眼上で垂直や平行を見つけるポイン
トを書くようにさせる。

《少人数指導教室》
□ワークシートや掲

○問題作りをし、友達と交換して解き合 ・ワークシートを用意し、活用させる。 示物を準備し、各
う。 ・説明をしながら回答させる。 自の考えを伝えや

○発展問題のプリントをする。 ・個人の能力に応じて進ませる。 すくする。
・早く終わった児童には見直しをさせ （視点３）
る。

９ 学習の振り返りをする。 ・ワークシートに、「方眼を使って、垂
直や平行な直線の見つけ方でわかった
こと」について書かせる。

７ 備考 在籍児童 ４の１ ２７名 ４の２ ２７名 （４の１ １4名、４の２ １７名、少人数教室 ２3名）

８ 資料

（板書計画）

垂直な直線や平行な直線の見つけ方を
考えましょう。

問題８
・垂直な直線

○ア と○ク 、○イと○オ

○イ と○キ 、○カと○ク

・平行な直線

○ア と○カ、○ウ と○エ

○オ と○キ
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（ワークシート）

方がんを使って垂直や平行な直線を見つけましょう

組 番

見つけた直線 垂直・平行 説明（友だちにわかりやすく伝えられるようにかきましょう）

と 垂直・平行

と 垂直・平行

と 垂直・平行

と 垂直・平行

と 垂直・平行

と 垂直・平行

と 垂直・平行

今日の学習をふり返って


